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向こう１か月は気温の高い状態が続くでしょう。期間の前半は気温がかなり高くなる見込みです。

向こう1か月
天候 天気は数日の周期で変わるでしょう。

09/20～10/19
気温 平均気温は、高い確率80％です。

1週目
09/20～09/26

2週目
09/27～10/03

3～4週目
10/04～10/17

3～4週目は、高い確率70％です。
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気温 1週目は、高い確率80％です。

気温 2週目は、高い確率80％です。

気温

特に注意を要する事項

令和 7 年度   

病害虫発生予報 第 7 号 (10 月予報)  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

エンド ウ  

 

褐斑病 、褐紋 病  

うどん こ病  

つる枯 細菌病  

並  

並  

並  

カンキ ツ  果実腐 敗病  

ミカン ハダニ  

並  

やや多  

アブラ ナ

科野菜  

コナガ  

 

並  

 

カキ  

 

 

 

 

炭疽病  

うどん こ病  

円星落 葉病  

角斑落 葉病  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

少  

並  

並  

並  

並  

野菜・ 花  

き全般  

 

アブラ ムシ類  

ハダニ 類  
 

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

ハスモ ンヨト ウ  

 

オオタ バコガ  

やや少  

県北部 やや多 

県中部 やや少 

やや少  

並  

並  

県 北 部  並  

県中部 やや少 

並  

果樹全 般  カメム シ類  やや多  

 

気象予報   
近 畿 地方  1 か 月予 報  (09/20～ 10/19)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう 1 か月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率  (％ )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅰ . 野菜・花き  

 

＜エンドウ＞  

 1. 褐 斑病 、褐 紋病  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県中 部の露 地栽 培エン ドウ にお ける 9 月下旬 の発 生ほ 場率は 0％  (平年 ：

発生ほ 場率 1％、 発病葉 率 0.0％ ) であ った 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  多湿 ほ場で 発生 しやす いの で、 排水を 良くす る。  

    ②  種子 伝染す るの で、発 生ほ 場で は採種 しない 。  

  

 2. う どん こ病  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県中 部の露 地栽 培エン ドウ にお ける 9 月下旬 の発 生ほ 場率は 0％  (平年  

     0％ ) であっ た。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  開花 期ごろ から 発生す る。 発生 初期よ り防除 を行 う。  

    ②  乾燥 条件が 続く と発生 が多 くな る。  

 

 3. つ る枯 細菌 病  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県中 部の露 地栽 培エン ドウ にお ける 9 月下旬 の発 生ほ 場率は 0％  (平年  

     0％ ) であっ た。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  本病 は、褐 斑病 、褐紋 病と 葉の 病斑が 似てい るの で注 意する 。褐 斑病、

褐紋病 が日光 に透 かし ても不 透明 である の に対し 、本病 は光 が透 けて見 え

ること で区別 でき る。  

    ②  防風 ネット の発 病抑制 効果 は高 い。  

    ③  種子 伝染す るの で、発 生ほ 場で は採種 しない 。  

 

＜アブラナ科野菜＞  

 1. コ ナガ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  フェ ロモン トラ ップに よる 9 月 1～ 20 日の 誘殺 数は 、紀の 川市 0 頭  (平

年 0 頭 ) 、和 歌山 市 3 頭  (平 年 14.3 頭 ) で あった 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗性 の発 達を遅 らせ るた めに、 同一系 統の 薬剤 は連用 しな い。  

    ②  収穫 後の作 物残 さが発 生源 にな り、周 辺のほ 場に 成虫 が分散 して 発生が

多くな るので 、収 穫後 は速や かに 残さを す き込む 。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 1. ア ブラ ムシ 類  

   (1) 予 報内 容   発生 量  や や少  



   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の露 地栽 培ナス にお け る 9 月 中旬の モモ アカ アブラ ムシ の発生 ほ

場率は 0％  (平年 0％ ) 、ワ タアブ ラム シの 発生ほ 場率 は 0％  (平年 ：発 生

ほ場率 19％ 、生息 葉率 2.5％ ) で あった 。  

    ②  黄色 水盤  (紀の 川市 ) への 9 月 1～ 20 日の 飛来 数は 33 頭  (平 年 104.9

頭 ) で あった 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  シル バーマ ルチ は有翅 虫の 飛来 防止効 果があ る。  

    ②  薬剤 抵抗性 の発 達を遅 らせ るた めに、 同一系 統の 薬剤 は連用 しな い。ネ

オニコ チノイ ド系 薬剤 に対す る感 受性が 低 下した ワタア ブラ ムシ が認め ら

れてい るので 注意 する 。  

 

 2. ハ ダニ 類  

   (1) 予 報内 容   発生 量  県 北部  や や多  

県中部  やや 少  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の露 地栽 培ナス にお け る 9 月 中旬の カン ザワ ハダニ の発 生ほ場 率

は 25％  (平 年 14％ ) 、 生息 葉率 0.6％  (平 年 2.4％ ) 、 ナミ ハダニ の発 生

ほ場率 は 13％  (平 年 9％ ) 、 生息 葉率 0.5％  (平 年 1.7％ ) であっ た。  

    ②  県中 部の露 地栽 培エン ドウ にお ける 9 月下旬 のハ ダニ 類の発 生ほ 場率は  

     0％  (平年： 発生 ほ場 率 29％ 、 生息株 率 9.8％ ) であっ た。  

    ③  10 月 の気象 予報 によ る。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗性 の発 達を遅 らせ るた めに、 同一系 統の 薬剤 は連用 しな い。  

    ②  薬剤 散布に あた っては 薬液 が葉 裏に十 分かか るよ うに 行う。  

  

 3. ミ ナミ キイ ロアザ ミウ マ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  や や少  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の露 地栽 培ナス にお け る 9 月 中旬の 発生 ほ場 率は 38％  (平年 48

％ ) 、 生息葉 率 1.6％  (平年 12.6％ ) で あ った。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  促成 栽培ナ ス等 の育苗 は発 生ほ 場の近 くで行 わな い。 また、 施設 の開口

部に防 虫ネッ トを 展張 し、成 虫の 飛び込 み を防ぐ 。  

    ②  薬剤 抵抗性 の発 達を遅 らせ るた めに、 同一系 統の 薬剤 は連用 しな い。  

    ③  発生 が多い 場合 は 4～ 5 日間 隔 で 2 回 以上、 薬剤 を散 布する 。  

 

 4. ミ カン キイ ロアザ ミウ マ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の露 地栽 培ナス にお け る 9 月 中旬の 発生 ほ場 率は 0％  (平年： 発 生

ほ場率 1％、 生息 葉率 0.0％ ) であ った 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  ミナ ミキイ ロア ザミウ マに 準ず る。  

    ②  イチ ゴでは ミツ バチの 導入 前に 徹底防 除を行 う。  

 

 5. シ ロイ チモ ジヨト ウ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県中 部の露 地栽 培エン ドウ にお ける 9 月下旬 の発 生ほ 場率は 47％  (平 年

34％ ) 、生息 株率 は 12.4％  (平年 8.8％ ) であっ た。  

    ②  フェ ロモン トラ ップに よる 9 月 1～ 20 日の 誘殺 数は 、紀の 川市 103 頭  



(平年 70.0 頭 ) 、 御坊 市 50 頭  (平 年 65.5 頭 ) で あった 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  幼虫 が中～ 老齢 期にな ると 薬剤 感受性 が著し く低 下す るので 、若 齢期  

(ふ化幼 虫の 集団 の食害 によ る白変 葉が みら れたと き ) の 防除 を心 がけ

る。  

    ②  薬剤 抵抗性 の発 達を遅 らせ るた めに、 同一系 統の 薬剤 は連用 しな い。  

 

 6. ハ スモ ンヨ トウ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  県 北部  並  

県中部  やや 少  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の露 地栽 培ナス にお け る 9 月 中旬の 発生 ほ場 率は 50％  (平年 25

％ ) 、 生息葉 率は 0.5％  (平 年 0.9％ ) であ った。  

    ②  県中 部の露 地栽 培エン ドウ にお ける 9 月下旬 の発 生ほ 場率は 0％  (平年 ：

発生ほ 場率 23％  、生息 株率 3.6％ ) で あっ た。  

    ③  フェ ロモン トラ ップに よる 9 月 1～ 20 日の 誘殺 数は 、紀の 川市 824 頭  

(平年 584 頭 ) 、 和歌山 市 1,395 頭  (平 年 1,442 頭 ) 、 御坊 市 714 頭  (平

年 1,028 頭 ) であ った 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  シロ イチモ ジヨ トウに 準ず る。  

 

 7. オ オタ バコ ガ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県中 部の露 地栽 培エン ドウ にお ける 9 月下旬 の発 生ほ 場率は 0％  (平年 ：

発生ほ 場率 10％、 生息 株率 2.0％ ) であ っ た。  

    ②  フェ ロモン トラ ップに よる 9 月 1～ 20 日の 誘殺 数は 、紀の 川市 49 頭  (平

年 23.9 頭 ) 、御 坊市 3 頭  (平年 3.6 頭 ) 、 印南町 40 頭  (平 年 1.9 頭 ) で

あった 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  幼虫 が中～ 老齢 期にな ると 薬剤 感受性 が著し く低 下す るので 、若 齢期の

防除を 心がけ る。  

 

 

Ⅱ . 果   樹  

 

＜カンキツ＞ 

 1. 果 実腐 敗病  (緑か び病 、青か び病 )  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  10 月の気象予報による。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  樹上 の発病 果や 、これ に接 触し ている 果実は 速や かに 除去す る。  

    ②  収穫 前の薬 剤散 布を励 行す る。  

③  果実 は丁 寧に 取り扱 い、 果面に 傷を つけ ない。  

 

 2. ミ カン ハダ ニ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  や や多  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  予察ほ場 (有 田川 町奥 ) にお け る 9 月 中旬 の 100 葉あ たり雌 成虫 数は、 無



防除区 9 頭（ 平年 4.6 頭）  、慣行 防除 区 0 頭（平 年 0 頭 ）で あっ た。  

    ②  10 月 の気象 予報 によ る。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  ほ場 内を観 察し 、発生 の増 加が みられ る場合 は薬 剤散 布を行 う。 特に、

     9 月に 防除し てい ない ほ場で は 発生に 注意す る。  

    ②  薬剤 抵抗性 の発 達を遅 らせ るた め、同 一系統 の薬 剤は 年間に 2 回 以上使

     用 しな い。  

 

＜カ  キ＞  
 1. 炭 疽病  

   (1) 予 報内 容   発生 量  少  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の「 富有 」にお ける 9 月 中旬の 発生ほ 場率 は 0％  (平 年 28％ ) 、

発病果 率は 0％  (平年 1.2％ ) であ った 。  

    ②  10 月 の気象 予報 によ る。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  発病 枝や発 病果 実は伝 染源 にな るため 、ほ場 内を 巡回 し、見 つけ 次第除

去して 適切に 処分 する 。  

    ②  発病 果実が みら れるほ 場や 降雨 が続く と予想 され る場 合は薬 剤防 除を行

う。ま た、台 風が 接近 する場 合は 事前に 薬 剤を散 布し、 でき なか った場 合

は台風 通過後 速や かに 散布す る。  

    ③  同一 系統の 薬剤 の連用 は耐 性菌 の発生 を助長 する ので 、複数 系統 の薬剤

のロー テーシ ョン 散布 を行う 。  

    ④  軟弱 徒長し た枝 が増え ない よう に施肥 による 窒素 過多 に注意 する ととも

に、強 剪定を 控え る。 冬季の 剪定 時に病 斑 を形成 した枝 を除 去す る。  

    ⑤  排水 不良ほ 場、 密植で 通風 の悪 いほ場 は発病 しや すい ため、 ほ場 内の環

境改善 に努め る。  

 

 2. う どん こ病  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の「 富有 」にお ける 9 月 中旬の 発生ほ 場率 は 73％  (平 年 62％ ) 、

発病葉 率は 4.9％  (平 年 9.0％ ) で あっ た。   

    ②  10 月 の気象 予報 によ る。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  病原 菌は葉 裏の 気孔か ら侵 入す るので 、葉裏 に丁 寧に 薬液を 散布 する。  

    ②  秋季 になり 気温 が低下 する と再 び病勢 が増す ので 、二 次伝染 防止 に努め

る。  

 

 3. 円 星落 葉病  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の「 富有 」にお ける 9 月 中旬の 発生ほ 場率 は 0％  (平 年 9％ ) 、 発

病葉率 は 0％  (平 年 0.2％ ) であっ た。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  樹勢 が低下 する と発病 が助 長さ れるた め、適 切な 肥培 管理や 水分 管理を

心がけ 樹勢維 持に 努め る。  

 

 4. 角 斑落 葉病  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の「 富有 」にお ける 9 月 中旬の 発生ほ 場率 は 13％  (平 年 32％ ) 、



発病葉 率は 1.6％  (平 年 2.8％ ) で あっ た。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  樹勢 が低下 する と発病 が助 長さ れるた め、適 切な 肥培 管理や 水分 管理を

心がけ 樹勢維 持に 努め る。  

 

 5. フ ジコ ナカ イガラ ムシ  

   (1) 予 報内 容   発生 量  並  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部の「 富有 」にお ける 9 月 中旬の 発生ほ 場率 は 67％  (平 年 54％ ) 、

寄生果 率は 2.8％  (平 年 5.4％ ) で あっ た。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  主に 果実と へた の間隙 部に 寄生 してい るので 、薬 液が この部 分に かかる

ように 丁寧に 散布 する 。  

 

＜果樹全般＞  

 1. カ メム シ類  

   (1) 予 報内 容   発生 量  や や多  

   (2) 予 報の 根拠  

    ①  県北 部のカ キ「 富有」 にお け る 9 月 中旬の 果実 の被 害ほ場 率は 7％  (平 年

41％ ) 、被害 果率 は 0.1％  (平年 7.6％ ) で あった 。  

    ②  紀の 川市粉 河の 予察灯 によ る 9 月 1～ 20 日の 誘殺 数は 、チャ バネ アオカ  

     メ ムシ が 6,622 頭  (前 年 2,095 頭、平 年 1,219 頭 ) 、 ツヤア オカ メムシ が

1,603 頭  (前 年 1,244 頭 、平 年 285 頭 ) 、 クサギ カメム シが 247 頭  (前 年

108 頭 、平年 143 頭 ) で あっ た。  

    ③  有田 川町奥 の予 察灯に よる 9 月 1～ 20 日の 誘殺 数は 、チャ バネ アオカ メ

ムシが 2,241 頭  (前年 1,057 頭、 平年 535 頭 ) 、 ツヤア オカ メム シが 397

頭  (前 年 126 頭、 平年 123 頭 )、ク サギ カメ ムシが 73 頭  (同 37 頭 ) であ

った。  

    ④  みな べ町東 本庄 の予察 灯に よ る 9 月 1～ 20 日の 誘殺 数は、 チャ バネア オ

     カ メム シが 1,871 頭  (前年 1,497 頭、 平年 4,753 頭 )、 ツヤア オカ メム シ  

          が 1,634 頭  (前年 434 頭、平 年 3,345 頭 )、 クサギ カメ ムシ が 148 頭  (前  

          年 61 頭、平 年 153 頭 )であっ た 。  

   (3) 防 除上 考慮す べき 諸点  

    ①  果樹 カメム シ類 の飛来 時期 ・量 はほ場 間差が 大き く、 特に山 林隣 接ほ場

では早 くから 被害 が出 やすい 。  

    ②  ほ場 内での 発生 及び被 害状 況を よく観 察し、 防除 は発 生に応 じて 早めに

行う。 収穫が 近い ほ場 では薬 剤の 収穫前 日 数に注 意する 。  

    ③  カキ では「 富有 」、カ ンキ ツで は収穫 時期の 早い 極早 生品種 で被 害が大

     き い傾 向が あるた め発 生に注 意 する。  

    ④  台風 通過後 や強 風後に 一時 的に 飛来が 多くな るこ とが あるの で、 ほ場内

での発 生に注 意す る。  

    ⑤  今後 の発生 動向 につい ては 、鳥 獣害対 策課ウ ェブ ペー ジ内農 作物 病害虫

防除所 の果樹 カメ ムシ 情報や 、各 地域の 振 興局農 業水産 振興 課、 ＪＡ等 の

情報を 参考に する 。  

    ⑥  令和 7 年度 病害 虫防除 技術 情報 第 6 号  (令 和 7 年 9 月 22 日 発表 ) を参 照

する。  

 

 

 

 

 

 



  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 鳥 獣 害対 策課 ウ ェブ ペー ジ    <農 作物 病害虫 防除所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/072000/d00216368.html 

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/ 

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所  (紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 )             TEL 0736-64 -2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在  (有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 )          TEL 0737-52 -4320 

   カキ、 モモ  

    紀 の 川 駐 在  (紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 )  TEL 0736-73 -2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在  (み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 )     TEL 0739-74 -3780 

 


